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研究課題の概要 
 青森県は人口が集中する平野部において多量の降雪があり、雪問題など冬季の厳しい自

然環境への対策が重要課題となっている。本研究課題は、積雪寒冷環境のマイナス要因を
プラスに変えるという視点に立って、青森県の豊富な自然エネルギーの利用技術や積雪寒

冷環境による生物機能活性効果の利用技術の研究開発を行うことにより、地域産業の振興
を目指したものである。 

 豊富な風力・地熱などの自然エネルギーの利用技術として、風力発電による融雪システ
ムの研究や雪発電、ウッドセラミックス（木質新素材）などの雪対策利用技術の開発、並

びに、微生物の発酵熱・地熱を利用した冬季ハウス栽培や端境期等の農業の高度化に関す
る技術開発、及び積雪寒冷環境による生物機能活性効果の利用技術として、農産物・食材
等の雪冷房による品質保持の研究や氷温貯蔵技術の高度化に関する研究などを実施した。 

 
 

（１）総評 
 積雪寒冷環境を地域のエネルギー資源として捉え、これを積極的に活用していこうとい

う青森県の気候環境に特化したユニークな研究テーマであり、雪問題や地域産業の振興に
貢献する研究課題であると考えられる。 

 しかし、関係する研究シーズを幅広く結集させたプロジェクトとなっているために、個々
のサブテーマ間の関連が不明確であり、有機的な連携が認められないとともに、研究内容

も県のモデル事業的で、レベルの低いものとなっている。また、研究テーマの中には興味
深い成果が出ているものもあるが、科学的な現象解明や更なる技術の発展に役立つような

科学的な知見が少ない。さらに、論文発表などを通じた研究としての情報発信が少なく、
成果が地域にどのように貢献されるかが必ずしも明確ではない。 

 今後、進展が期待できる成果もあることから、研究成果の評価や研究計画の精査を十分
行うとともに、情報発信に積極的に取り組むことなどにより諸課題の解決を図り、本事業
の成果が地域に貢献されることを期待したい。 

＜総合評価：ｃ＞ 
 

 
（２）評価結果 

①目標達成度 
多岐にわたるサブテーマの中には興味深い成果が見られるものがあり、地域への貢献に

ついては一定の評価はできる。しかし、技術の開発への貢献を研究の目標とした場合は十
分に達成されているとは言い難い。さらに、研究内容の新規性が不明確であること、研究

目標の設定において具体的な技術開発目標が無かったこと、個々のサブテーマの達成度に
粗密が認められるなど、全体として不明瞭である。 

 
 



②研究成果 
青森県の自然環境に密接に関連した研究課題であり、氷温貯蔵、冬季ハウス栽培、融雪

技術など興味深く、地域において利用価値の高いユニークな成果が得られている。エネル
ギー産業の創出や、農業可能期間の長期化などにより産業構造の問題解決を図ろうとする
野心的な取り組みも見られる。また、実用化に直ちに繋がるような成果はないが、実用段

階に近づいている技術や、他の目的への応用が可能な技術もある。今後は、これまで不十
分であった情報発信を積極的に行い、成果を広く公表することにより価値の社会的認知が

得られるよう期待したい。 
しかしながら、対象とした個々の技術は、現場での実証試験という範囲を超えるものは

なく新規性、科学的価値は低い。そのため、地域の振興には一定程度役立つと思われるが、
科学的知見の進展や技術開発への波及効果は低い。 

 
③研究計画 

研究費の配分の見直しなども行われているが、研究計画において具体的な絞り込みが不
足していることから、全体としての統一性に欠けている。さらに、サブテーマの中には短

期的には完結し得ないものが設定されていたり、現象の科学的解明や技術の発展に必要な
様々な計測や解析が十分に計画されていないものが見られるなど、設定に不十分な面が見

られる。 
 
④研究体制 

研究代表者は発表会の開催など取りまとめに努力は認められるが、科学的な側面、技術
開発の面においても代表者として更なる指導性の発揮が望まれたところである。 

また、地域との連携はとれているが、サブテーマ間の関連が不明確であり、有機的な結
合が認められないため、全体としてまとまりがなく成果が総花的である。 

 
⑤中間評価の反映 

中間評価は実施せず。 
 

⑥国民生活（又は地域社会）への波及効果 
地域の特性から形成されたプロジェクトであることから、本研究で育成された産学官の

研究グループが今後も共同研究を継続し、地域への適切な情報発信を通じて研究テーマへ
の関心がより高まることで、青森県の地域振興に貢献できる可能性があり、多くの波及効

果が期待できる。 
ただし、具体的に、自然エネルギーが地域にどのくらい活用できるかについては、具体
的な利用システムを考慮した評価を行う必要があり、また、良質なエネルギーである電力

の利用方法について融雪に限定しないなど、更なる検討が求められるところである。 
 

 
（３）評価結果 
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